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設置目的の達成度

１ 計画(Plan)と実績(Do)

２ 現状分析(Check)

３ 次年度以降への改善点(Action)

※参考 前年度までの運営事業の実績値と評価 ＊上欄＝目標値、下欄＝実績値

設 置 目 的 青少年の健全育成を図るため

運 営 事 業 名 Ｒ元年実績値 R２年目標値 R２年実績値 対前年比 目標達成率 評価

施設総利用者数 2,288人 3,700人 10人 0.4％ 0.3％ Ｅ

市内利用者数 730人 790人 0人 － － －

設置目的に対する総合評価 Ｅ

目 的 達 成 度 の

評 価 基 準

青少年の施設利用の増加が運営目的となるため、年間利用者数を評価基準とした。

評価基準：A＝100％以上、B＝80～99％、C＝60～79％、D＝40～59％、E＝40％以下

運 営 事 業 の

意 義 と 現 状

例年、地元区誘致の教育旅行の研修場所としての利用がほとんどを占めているが、令和２年度にお

いては新型コロナウイルス感染症により教育旅行は中止となった。

上 記 の 原 因

新型コロナウイルス感染症による利用者減少。（※感染拡大防止のため４月９日～５月 31日まで
臨時休館。）

平成 24年 4月より、施設の耐震性を考慮し宿泊制限を実施。

具 体 的 な

改 善 方 策
地元区との協働により施設の良好な管理と有効利用に努めたい。

Ｒ３年度運営

事業と目標値

運 営 事 業 名 Ｒ３年度目標値 備 考

施設総利用者数の増加 2,300人 過去５年間の実績値の平均より算出

市内利用者数の増加 460人 過去５年間の実績値の平均より算出

運 営 事 業 名 H28年度 H29年度 H30年度 Ｒ元年度

総合評価 Ｄ D C Ｄ

施設総利用者数
4,100人 4,100人 4,100人 4,100人
3,250人 3,195人 3,021人 2,288人

市内利用者数
950人 950人 950人 950人
388人 556人 615人 730人
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効 率 性

１ 計画(Plan)と実績(Do)

２ 現状分析(Check)

３ 次年度以降への改善点(Action)

※参考 前年度までの効率性指標

効率性指標 Ｒ元年実績値 Ｒ２年目標値 Ｒ２年実績値 対前年比 目標達成率

①利用単位

当たり経費

Ａ 施設総利用

者数等
2,288人 3,700人 10人 0.4％ 0.3％

Ｂ 年間経費

(除く収入) 895,523円 641,467円 735,291円 82.1％ 87.2％

Ｂ／Ａ 391.40円 173.36円 73,529.10円 18,786.2％ 0.2％
②光熱水費 54,155円 70,000円 50,706円 93.6％ 138.1％
③消耗品費 0円 12,000円 29,656円 ― 40.5％

効率性指標の考え方等

施設総利用者数：会議室等利用者（教育旅行、各種研修。地元区利用、目的外使用）

の実数を集計した。

目標値 A：過去 5年間の最大利用者数
目標値 B：年間経費にかかる予算額（支出＋職員人件費の合算）
目標値②③：当該年度の効率性の目標値（光熱水費は集落排水含む）

効 率 性 の

現 状
Ｒ２より管理業務委託（120,000円／年）、光熱水費、消耗品費とも必要最小限で運営している。

具 体 的 な

改 善 方 策
施設利用者へ節水・節電の呼びかけを行い、効率性の向上を目指す。

Ｒ３年度効率性

の 目 標 値

①利用単位当たり経費 Ｂ／Ａ 275.55円 年間経費（除収入・Ｒ３年度予算）／利用者

数目標値（2,300人）
②光熱水費

＊含排水処理施設使用料
55,000円 当初予算額

③消耗品費 12,000円 当初予算額

効率性指標 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｒ元年度

①利用単位当たり

経費

目標値 4,100人 4,100人 4,100人 4,100人
Ａ実績値 3,250人 3,195人 3,021人 2,288人
Ｂ実績値 555,863円 767,056円 627,069円 895,523円
Ｂ/Ａ 171.03円 240.08円 207.57円 391.40円

対前年比（A） 87.8％ 98.3％ 94.6％ 75.7％
目標達成率 79.3％ 77.9％ 73.7％ 55.8％

②光熱水費

＊含排水処理施設使用

料

目標値 74,000円 87,000円 84,000円 84,000円
実績値 61,403円 74,047円 60,440円 54,155円
対前年比 88.7％ 106.9％ 96.6％ 89.6％
目標達成率 120.5％ 117.5％ 139.0％ 155.1％

③消耗品費

目標値 15,000円 13,000円 13,000円 13,000円
実績値 6,220円 12,873円 0円 0円
対前年比 241.2％ 207.0％ － －

目標達成率 241.2％ 101.0％ － －
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４ その他の指標

【算出式】

①１㎡ 1時間当たりの原価＝（人件費＋物件費）÷総面積÷年間使用可能時間
②稼動割原価率（年間経費を年間収入で賄えない比率）＝年間経費÷年間使用料収入

③１㎡１時間適正使用料＝１㎡ 1時間当たりの原価×年間経費を年間収入で賄えない比率

＊人口 1人あたりの運営経費：運営経費（支出合計）／人口
＊人口 1人あたりの年間総経費：下田市負担年間総経費（支出＋職員人件費－収入）／人口

受益者負担

の適正性

区 分 説 明 単位 Ｈ30 年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度

①使用料原価
１㎡ 1時間当たりの原
価

円 0.0426 0.0608 0.0582

②稼動割原価率
年間経費を年間収入で

賄えない比率
％ 820.77 8,822.89 25181.20

③１㎡１時間

適正使用料
① × ② 円 0.350 5.367 14.667

④現行１㎡１

時間使用料

の平均

― ―

⑤適正化計画 ―

運営に掛か

る税負担

(市民負担)

年度 Ｈ30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度(予算)
人口（4月 1日：人） 21,973 21,492 21,080 20,734
人口 1 人あ
たり（円/人）

運営経費 18.25 31.77 24.20 19.00
年間総経費 25.06 41.20 34.74 28.98
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利用者満足度調査

施設修繕計画及び備品購入計画

実施の有無  有 þ無 調査の方法 Ｈ 年度調査数 件

○貸館利用者向け

１ 調査結果

２ 調査結果から読み取れること

３ 次年度以降への改善点

設問 回答種類 Ｈ 年度回答数 Ｈ 年度回答数 Ｈ 年度回答数

１

２

３

１

２

３

１

２

１

２

１

２

１

２

※今年度寄せられたクレーム等

破損

年度
全ての破損した箇所・備品名 経費見積

修繕・買換等

予定年度
備考（修繕済年度等）

― 耐震診断・補強計画・実施設計策定 未定

― 耐震補強（大規模改修）工事・監理 未定

※今後想定される維持管理事項
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管理運営上のその他評価項目

令和２年度 実施運営事業内容

当該施設の必要性

廃止、休止等の可能性

施設の設置目的変更の可能性

教育旅行の研修の場として、地元区から施設存続の強い要望がある。

施設の海抜はおよそ 4ｍで、海岸から約 200ｍの地点に位置することから、大
規模地震に伴って津浪が発生した場合には大きな被害が想定される。

＊ 平成 24年 4月からは、災害への迅速な対応が困難であるとの理由から、
夜間の利用（宿泊）を制限している。

昭和 5年(1930)に建設された現存する下田市内最古の学校建築建物（旧登自尋
常高等小学校）で、大正・昭和初期の木造校舎の原型を留めている好例として、

地域の教育史・建築史上、その価値を重視する声がある。静岡県の近代化遺産

候補となっており、文化財としての活用も考えられる。

民間による管理運営の可能性

今後の管理運営主体の見込み

行政関与の妥当性

「公の施設の管理運営等に関するガイドライン」による施設の位置付け

運用方針：非公募タイプ（福祉の向上、学術･文化･地域振興などの必要性から

設置された施設で、管理運営に対する経験やノウハウが極めて重要

とされる施設）

位 置 付：一定区域内の学術・文化振興等を目的にしている施設、地域コミュ

ニティの育成などのために設置されている施設

分 類：タイプ３（必要最小限度での市の直営、地縁団体による指定管理ま

たは譲渡、廃止）

管理運営の主体を検討する前に、大規模災害対策も含め、施設のあり方につい

て根本的な検討を行う必要がある。

施設の管理運営と経費の妥当性
現状、必要最低限の経費で運営されている。今後、公の施設として維持するな

らば、耐震化や避難路の整備等、大規模な改修費用が必要となる。

施設の性質や実費経費からみた

受益者負担の妥当性
近隣の事例や施設の規模・状況からみて妥当な金額と考えられる。

その他の管理運営上の課題 全体として経年劣化が進んでいる。

【参考】

市内や賀茂郡内の類似施設の管

理運営状況等

○西伊豆町営やまびこ荘（M40建築、旧大沢里尋常小学校）
【宿泊料金（H22耐震工事、ﾘﾆｭｰｱﾙ実施】

＜その他参考＞

○熱海市立少年自然の家[姫の沢自然の家]（宿泊利用）
平成 31年３月 31日 施設廃止

○（旧）沼津市立少年自然の家 → INN THE PARK（新規施設）
（旧）沼津市立少年自然の家は、公民連携のパークリノベーションとして新

規施設として再整備された。

○三島市立箱根の里少年自然の家（宿泊使用）

中学生以下 市内 200円 市外 420円
その他 市内 300円 市外 620円

対象 素泊まり 一泊二食付

2歳以上小学生未満 1,980円 4,400円
小学生 2,530円 4,950円
中学生 2,860円 5,280円
高校生以上 3,520円 5,940円

運営事業名 事業内容 次年度に向けての改善事項

青少年海の家管理運営事業 青少年海の家の管理運営 施設のあり方について検討
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施 設 の 概 要

１ 施設名

（愛称名）
下田市立青少年海の家

２ 担当課

担当係

生涯学習課

社会教育係

３ 所在地 下田市田牛 217番地 ４ 設置年月
昭和 41年 4月
昭和 50年 4月 1日開設

５ 総合計画の

位置付け

基本計画の分野 分野２ 子育て・教育

施策体系 施策３ 青少年の健全育成

６ 設置目的 青少年の健全な育成を図る

７ 設置根拠 下田市立青少年の家設置及び管理に関する条例

８ 施設の概要

施設の概要

敷地面積 3,361㎡
床面積 601㎡ 木造平家建、切妻造、ｽﾚｰﾄ葺き、下見板張ﾍﾟﾝｷ塗

【施設の沿革】

昭和５年 朝日村立登自尋常高等小学校として建築

昭和 41年 吉佐美小学校（現朝日小学校）との統合により廃校

昭和 41～50年 田牛区公民館として利用

昭和 50年～ 下田市青少年海の家として運用

収容能力 48ベット
会議室・談話室・調理室・浴室・広場（旧校庭）

実 施 事 業

の 概 要

市内の小・中・高校の児童生徒及び市内青少年団体・社会教育団体等の訓練・研

修活動のために設置されている。

料 金 体 系

料
金

１ 宿泊せず施設を使用する場合

２ 宿泊する場合 ＊H24.4月から宿泊使用は不可とした。

主

な

料

金

１ 宿泊せず施設を使用する場合

種別 単位 昼 夜 昼夜 備考

会議室 １回 320円 530円 850円
談話室 〃 210円 320円 530円
調理室 １人 50円
浴室 〃 50円

２ 宿泊する場合 ＊H24.４から宿泊使用は不可
種別 単位 金額 備考

宿泊料 １人１泊

一般 530円 入浴並びに毛布 1枚を
含む。
光熱水費 100円別途徴収

中学生 210円
小学生 100円

毛布使用料 １枚１夜 50円

減
免
内
容

（使用料の減免）

第４条 下田市立青少年の家設置及び管理に関する条例第 11 条に定める公益上必要

と認める使用とは次の場合とする。

(１) 教育委員会が主催し，又は委託する事業に使用する場合

(２) 下田市内の小学校，中学校，又は学区内の高等学校が単独で又は連合して行う

教育訓練又は研修のために使用する場合

(３) 教育委員会が認めた社会教育団体が，訓練，研修のために使用する場合

(４) その他特に教育長が適当と認めた場合

利用料金制度 □ 有 þ 無

施 設 運 営

方 法

þ 直接運営

□ 指定管理者制度 → 指定管理者

☑ 一部委託 → 委託内容 青少年海の家管理業務委託

直接従事職員 下田市職員数 １名
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９ 市 内 の

類似施設

下田市所有 あずさ山の家（下田市農村体験宿泊施設）

民間所有 なし

10 取得費等

の情報

（単位：円）

取得費及び財源内訳 Ｒ２年度末残高 （備考）

減価償却の方法

・ 定額法

・ 残存価 円

・ 新設翌年度か

ら償却

・ 耐用年数

年

土地取得費 土地残高

建物取得費 建物減価償却後残高 1円
財源内訳

国・県支出金

市債 市債残高 ０円

一般財源

寄附金等

物品(＊万円以上) 物品減価償却後残高

11 年間経費
等推移

（単位：円）

区 分 Ｈ30年度決算 Ｒ元年度決算 Ｒ２年度決算 Ｒ３年度予算

収入 使用料 10,800 7,550 320 30,000
占用料 2,600 2,600 2,600 2,000

一時使用料 63,000 0 0 1,000
収 入 合 計 49,390 76,400 2,920 33,000

支出 賃金 120,000 120,000 0 0
需用費 128,372 214,499 261,642 129,000

（消耗品） 0 0 29,656 12,000
（光熱水費） 60,440 54,155 50,706 55,000
（集落排水） 11,664 11,736 11,880 12,000
（修繕料） 56,268 341,708 169,400 50,000
役務費 55,340 56,111 44,806 46,000
委託料 97,200 99,000 203,600 219,000
備品購入 0 0 0 0

支出合計 400,912 682,710 510,048 394,000

減価償却費 0 0 0 0
市債利子 0 0 0 0
職員人件費 226,157 212,813 225,243 239,771

年間経費

（支出＋職員人件費）
627,069 895,523 735,291 633,771

下田市負担年間総経費

（支出＋職員人件費－収入）
550,669 885,373 732,371 600,771

備

考

○ 人件費は、実額を算出記載（当該年度の人件費総額を按分し、事務量を勘案の上、0.033
人工で算出した）

○ 総経費＝支出合計－収入合計＋職員人件費

○ H18～21は地元区長に管理人を依頼。H22より市が管理人を雇用。Ｒ２より委託。

12 施設利用状

況等の推移

利用

状況

利用年度 Ｈ30年度決算 Ｒ元年度決算 Ｒ２年度決算 Ｒ３年度予算

利用

者数

市 内 615人 730人 0人 ― 人

市 外 2,406人 1,558人 10人 ― 人

合 計 3,021人 2,288人 10人 2,300人
参考：利用単位

当たり市負担額

182.28円/人 386.96円/人 73,237.1円/人 261.20円/人
算出方法：11欄の「下田市負担年間総経費」÷利用者数

休館日 なし

使用時間 昼


